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エコパスタジアムを一斉にスタート！（マラソンの部）

　10月30日、エコパスタジアムをスタート・ゴールに
「袋井クラウンメロンマラソン大会inECOPA」が開催
されました。
　今年は、特別招待選手に弘山晴美さん（五輪出場3回・世
界選手権10,000ｍ第4位）を迎え、市内をはじめ、県内外か
ら健脚ランナー約3,400人が参加しました。
　給水所では、中学生ボランティアがランナーの水分・栄
養補給の準備を実施。沿道からは、あたたかい声援が送ら
れ、選手たちは、袋井のまちをさわやかに駆け抜けました。

　10月22日、袋井市キャラクターのフッ
ピーが滋賀県彦根市で開かれた「ゆる
キャラ®まつりin彦根」に参加しました。
　この「ゆるキャラ®まつりin彦根」は、10
月22日・23日の2日間開催され、全国
各地から210体のキャラクターが集合。
フッピーの県外遠征はこれが初めて
で、訪れた皆さんに袋井市をPRした
り、ほかのキャラクターとの交流を深
めたりしました。

袋井クラウンメロンマラソン大会 inE
エ コ パ

COPA力走　秋の袋井路を駆け抜ける

給水所ではバナナやミカンも
振る舞われました 袋井市をみんなに知ってもらおう！

　10月18日、衛星回線を使い、山名小学校と南極昭和基地と
の間で交信する「南極教室」が行われました。
　国立極地研究所の広報活動の一環として行われたもので、
子どもたちは、第52次南極地域観測隊に参加している山名小
学校の卒業生で、気象庁職員の杉山暢

のぶまさ

昌さんと交信。杉山さ
んは、南極の様子や昭和基地での生活をビデオを使って、子
どもたちに分かりやすく解説しました。
　最後には、子どもたちを代表して4人が、動物や自然現象に
関することを質問。中でも、ビデオでオーロラの映像が映さ
れると「きれい」「すごい」などの歓声があがりました。

衛星回線を使用した「南極教室」南極ってどんなところ？

衛星回線を使って、杉山さんに質問
南極に関する選択クイズに挑戦

南極の様子を知ることができるパネルも展示
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防活動を体験したよ！
袋井消防フェスタ消

FUKUROI DIARY

　11月13日、原野谷川
親水公園で「袋井消防フェ
スタ」が行われました。
　会場では、消防団ラッパ
隊の演奏をはじめ、放水体
験、消防車・はしご車の乗

車体験などが行われ、子どもも大人も楽しんでいました。
　また、消防団の活動に積極的に協力している事業所などに交付
される「消防団協力事業所表示証」を、今年度新たに(有)大場配
管工業所、(株)石亀石材店、(株)安達建設、豊広工業の4事業所へ
交付しました。

放水体験

　10月29日・30日、三川地区で「源氏の里ひまわり祭り」が
開催されました。
　今年で10回目を迎え、およそ4ヘクタールの畑に、約100万
本ものヒマワリが咲き誇り、地元でとれた農産物の販売をはじ
め、クラウンメロンの試食・販売、もちつきやミニコンサー
ト、かかしコンテストなどが行われました。
　訪れた皆さんは、様々なイベントを楽しみながら、会場を散
策したり、写真撮影をしたりして、秋に咲くヒマワリを楽しみ
ました。

一面に広がるヒマワリ畑

源氏の里ひまわり祭り 10周年満開のヒマワリが一面に…

地元でとれた野菜や加工品も販売

　10月29日・30日、「『ものづくりの楽しさ・ふしぎ』を
体験！発見！」をコンセプトに「ものづくりフェスタin袋
井」が、静岡理工科大学で開催されました。
　大学祭との共同開催で行
われ、企業や大学の技術・
製品の展示・紹介・実演を
はじめ、科学実験や体験
コーナーも多数設置され、
訪れた皆さんは、ものづく
りを楽しみながら体験して
いました。

ものづくりフェスタ in 袋井ものづくり体験で魅力発見

「フクロウ」をモチーフにした和雑貨の制作体験

大学祭では「人工イクラ」が大人気

消防団協力事業所表示証の交付
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